






学校検尿の被験者の意識を知る目的で、発見後1～12 年(平均 5.3 年)間継続管理中の無症

候性血尿例の親子にアンケート調査を実施した。学校検尿に対しては肯定的な評価が多か

ったが、親に比べて本人の評価がやや低く、親子とも半数以上の者は不利益も指摘してい

た。また、その中味も親は病気の不安、本人は実生活上の問題と違いがあり、学校検尿の

改善のためには親だけではなく本人の理解も得る必要が感じられた。 


